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2014年夏季賞与・一時金支給状況〈最終集計〉

〔最終集計〕

（表１） 県内企業の2014年夏季賞与支給状況［単純平均］

（社）　　　　　　　　 （円）　　　　　　　  （円）　　　　　　　（％）

社数 前年同期比業　　　　種

業　　　　種

繊 維

印 刷

化 学

プラスチック製品

鉄鋼・非鉄金属

金 属 製 品

一 般 機 械 器 具

電気機械・電子部品

輸送用機械器具

そ の 他 製 造 業

建 設 業

電 気 ・ ガ ス

運 輸 ・ 倉 庫

情報サービス・通信

卸 ・ 小 売

金 融 ・ 保 険

サービス業・その他

総 平 均

製 造 業 平 均

非 製 造 業 平 均

総 平 均

製 造 業 平 均

非 製 造 業 平 均

（注）

支給額　　　
2014年 夏季

支給額
2013年 夏季

（一社）富山県経営者協会

〔最終集計〕

（表２）全国大手企業の2014年夏季賞与・一時金妥結結果［単純平均］

（社） （円）

2013年 夏季2014年 夏季

（一社）日本経済団体連合会

社数 妥結額 （社） （円）社数 妥結額
前年同期比

（％）

132

115

17

1.県内

477,172

282,790

579,453

406,693

302,000

444,224

533,371

384,292

573,022

348,194

329,967

631,900

346,827

630,649

457,667

459,239

485,924

446,479
(553,542)

443,953
(563,362)

448,972
(538,995)

429,078
(511,835)

428,292
(508,305)

429,854
(517,000)

454,274

301,206

571,388

424,992

267,964

418,141

480,806

332,857

571,110

351,040

314,483

676,577

331,048

585,546

423,058

458,399

479,469

 4.06  
 (8.15)　

 3.66  
 　

 4.45  
 (4.25)　

  (10.83) 　　

5.04

△6.11

1.41

△4.31

12.7

6.24

10.93

15.45

0.33

△0.81

4.92

△6.60

4.77

7.7

8.18

0.18

1.35

735,567
(867,731)

741,722
(898,013)

702,743
(760,660)

5.44
(7.19)

7.29
(11.03)

△5.09
(△6.39)

697,645
(809,502)

691,320
(808,829)

740,431
(812,609)

(注）

2.全国大手

　日本経団連が７月31日に取りまとめた「2014

年夏季賞与・一時金大手企業妥結結果」（単純

平均・最終集計）によると、調査対象の全国大

手企業（主要21業種、大手240社）のうち、集

計可能な133社の妥結額平均は735 , 567円で、

2013年夏の最終妥結実績（697,645円）と比べ

て、金額で37,922円、率で5.44％の増加となっ

た。

　業種別では、製造業はプラス(7.29％)となっ

たが、非製造業ではマイナス(5.09％)となって

いる。

①調査対象は449社、うち集計可能な回答のあった155社の数値である。
②「2013年夏季支給額」は、今回回答のあった企業の昨年同期の金額である。
③平均欄の上段は一社当たりの単純平均、下段の(   )内は対象者数を勘案した
　加重平均である。
④前年同期比の△印はマイナスを示す。

　会員企業を対象に実施した「2014年夏季賞

与・一時金支給状況」（単純平均・最終集計）

の結果は、集計可能な155社の支給額平均が

44 6 , 4 7 9円で、同じ155社の昨年夏の支給額

（429,078円）と比べて、金額で17,401円、率で

4.06％の増加となった。

　業種別では、製造業が443 , 953円で昨年比

3.66%増加（増加率が大きかったのは「電気機

械・電子部品(＋15.45％)」、減少率が大きか

ったのは「印刷（△6.11％）」）。非製造業が

448,972円で昨年比4.45%増加（増加率が大きか

ったのは「卸・小売(＋8.18％)」、減少率が大

きかったのは「電気・ガス(△6.60％)」）とな

っている。 （表１）

133社平均735,567円、
　　　　　　　　昨年比5.44％増加

①調査対象は、原則として東証一部上場、従業員500人以上、主要21業種大手
　240社。
②「2013年夏季」は昨年の本調査の最終集計結果である。
③上段は一社当たりの単純平均、下段の(　)内は一人当たりの加重平均である。
④前年同期比の△印はマイナスを示す。

（表２）

155社平均446,479円、
　昨年比4.06％増加 
　　　̶ 製造業・非製造業ともにプラス

らは高岡の産業の柱として観光を
位置づけてほしいと思います。
　誰がやるの？みんなでやるんで
しょ？という精神で、魅力の発信
に努めていただければと思います。
観光はすそ野の広い産業です。広
いだけにみんなでやらなければな
らないと思います。高岡に対する
応援演説だと思って聞いてくださ
れば幸いです。
稲垣会長
　富山県の場合、ものづくり産業
が中心のため観光に対しては若干
意識が低いように思います。どう
しても富山県人は、「何しに来ら
れたがけ、こんな何もないところ
に」と言う人が多いよ
うです。これからは県
民全体が、観光に対し
て考えていかなければ
ならないと思います。
　さて、本日の４人は、
青春時代を同じ時期に、
同じ場所で育ったわけ
ですが、それらの思い
を込めて、これからの
高岡の発展についてお
話しいただきたいと思
います。出口さんからお願いしま
す。
出口社長
　高校時代、自転車通学していま
した。街中をよく見ていました。
古いところと新しいところが同居
している。両方の活力がある。し
かし、帰ってくるたびに駅周辺が
だんだんすたれていました。この
クルン高岡は街に向けて広がって
いる明るい雰囲気の場所になって
います。これからは新高岡駅を含
め２つの駅をよく接続させて、も
う一度駅ににぎわいを取り戻して
もらいたいと思います。それには、
かなりの部分、観光が大きな役割
を担うと思います。そういう点で

これからもお役に立てるのではな
いかと思っています。
齊藤頭取
　私は城端線で高校に通っていま
した。その時からどうして氷見線
と城端線が結ばれていないのか不
思議でした。城端線と北陸線はつ
ながっている。今も直通化すれば
いいと思っています
　鹿児島に観光の名所として有名
な指宿枕崎線に「たまて箱」号と
いう列車が走っています。錦江湾
から桜島を眺めながら南に下って
最後は枕崎の焼酎の酒蔵まで行く。
もう一つ鹿児島から北の方に上が
る肥薩線があります。「いさぶろ

う」という列車があって日本三大
車窓と言われていますが、氷見線、
城端線から見る景色はどちらにも
ぜんぜん負けていない。もっと優
れものだと思っています。世界三
大絶景と言われている雨晴海岸か
ら見る立山連峰、新湊大橋を見て、
万葉の里から散居村、若鶴の酒蔵、
棟方志功が疎開した福光、小京都
城端、世界遺産の五箇山まで、今
は車で案内していますが、もし電
車でその都度降りて回れればとて
も素晴らしい観光資源だと思って
います。
　城端線と氷見線をつなげると20
数億円かかるそうです。得られる
便益に対してどうかということで

すが、孟子は「天の時は地の利に
如かず、地の利は人の和に如か
ず」と言っています。良い地の利
があっても人の和がなければなら
ないわけで、これから得られる観
光の利益を我々がどれだけ和にな
って仕立てていくかにかかってい
るのではないでしょか。そんなに
簡単なことではないが、決して夢
ではないと思っています。
高橋市長
　私は駅南育ち、この辺がたむろ
場所でした。人が集まる場所づく
りはとても大事だと思っています。
お互いに刺激し合える場所、情報
交換できる場所を高岡市内にでき

るだけ作っていきたい
と思っています。観光
については、普段の姿
を見てもらうことが大
事ではないかと思って
います。観光は外に向
けて発信していかない
といけない。鋳物など
高岡の産業はどちらか
というと観光とは無縁
だと思っていたのです
が、近年は見に来てく

れる人も増えています。高岡は大
伴家持の時代から見ると1300年の
歴史があります。これを大切にし
ながらこれからも発展につなげて
いきたいと思っています
稲垣会長
　学生時代、高岡駅周辺は活気の
ある場所だったと記憶しています。
この場所の熱気とエネルギーを少
しでも取り戻したいという思いで、
先月から「凛の会」を立ち上げま
した、このクルン高岡の地下１階、
この場所のすぐ隣ですが、ハリー
ズというお店に毎週金曜日の５時
半から８時まで、いろんな層の人
が気軽に集まろうという趣旨です。

座 談 会（要旨）つづき
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